



Analysis of learning contents in operating room inspection training
-From description of an inspection report-















































































































































































































































































































































































































































を終えた学生の の精神的苦痛へ ･入室後 ｢すげえな｣と言い表情が硬かつた







































































































見ると ｢声を掛け合 っ て｣､｢伝える｣､という記述
が多く､どの職種とも声を掛け合って協力して手術
が進行する状況を見学し学びを得たようである｡
4)外回り看護師の役割
先も述べたとおり､ほとんどの学生が ｢外回り看
護師の役割と患者へのかかわりを学ぶ｣ことを目標
松本短期大学研究紀要
としていたためか､82個 (26.0%)と記述が多かっ
た｡講義の中で学んだ手術中の外回り看護師の役割
は､一般状態の観察､異常発生時の援助､出血量測定､
手洗い看護師および術者への協力､術中記録である｡
学生の記述においても､<異常早期発見のための観
察>､<手術野以外における術者の補助>､<手術
環境の調整>､<手術室から病棟への情報伝達>の
中にこれらの内容が含まれた｡さらに､術後の役割
で学んだ麻酔覚醒時の援助は､<麻酔覚醒時の患者
の安全確保>､<術後のケア>の中に記述されてお
り､外回り看護師の役割については全ての学生が学
習内容として記述していると考える｡
5)手術室見学実習を終えた学生の考察
先にも述べたが､学生は直前まで一緒に過ごして
いた患者が､病室とは違った緊張した表情で入室し
てくる様子に気づき､<手術による患者の精神的苦
痛への気づき>のなかで ｢表情が硬い｣､｢緊張し
ているように感じた｣と記述している｡深津4)が､
｢手術室は患者にとっては､病院の中でも隔絶され
た世界であり､手術の大小にかかわらず 『手術室に
入る』と言うだけで漠然とした不安が募るのは当然
のことである｣と述べているように､十分な説明を
受け自ら手術を受けると選択した患者であっても､
やはり入室時は緊張するものである｡さらに､<不
安軽減に対する看護>の中では､｢一つ一つの援助
にわかりやすい言葉で説明することが大切｣､｢ボ
ディタッチで不安を軽減できる｣等の記述があり､
<経験したことで得た気づき>の中では､｢手術前
は患者さんも家族も不安が大きい｣､｢患者様の精神
面への配慮は､看護師の役割として重要｣などの記
述から手術室見学実習を経験することで､複数の内
容を関連させて考察できている｡<見学後考えた
今後の抱負>は3個 (1.0%)の記述しかないため､
見学実習後その後の学生にどのよう.な影響を与えた
かは､今回の研究では分析できない｡手術は人々の
健康回復を目的として行われる治療手段であるが､
生体に対して意図的に損傷を加えることでもある
5)｡術後管理の技術の進歩や効果的な痔痛管理に
よって離床が早まり､入院期間の短縮が著しく短縮
した現在においても､手術は人生の中で大きなイベ
ントであり､身近によく体験する出来事ではない｡
まして､手術室に入室する機会は､ほとんどなかろ
う｡今回の研究対象であるA短大の学生16名も､
実習はもちろん患者として手術室に入室した経験を
持つ者は一人もいなかった｡酒井6)が､『手術室実
習においては､術前からのつながりもあり､生きた
患者情報を持っており､さらに自分で必要と思われ
る学習をして入室してくるため､患者とともに存在
67
していることの意味が感じられる』と述べているよ
うに､単なる見学実習ではなく､受け持ち患者より
先に入室し､患者を迎えるという実習形態によって
学べた内容だと考える｡これらの分析は､他施設で
実習した学生のレポートと比較することで明らかに
できると思われる｡
6)手術室看護師に必要な能力
ここでの項目は､<手洗い看護師に必要な能力>
とく外回り看護師に必要な能力>に分けられた｡具
体的には ｢患者さんの状態を把捉できる知識と､的
確にすばやく機械を渡せる技術が必要｣､｢判断力が
求められる｣､｢手術の進行状況に気を配れる｣など
の記述であったが､<手洗い看護師の役割>や<外
回り看護師の役割>の内容と重複する部分も多いと
推測できる｡学生に課したレポートの項目は ｢患者
の反応｣､｢看護師の行動｣､｢考えたこと･学んだこ
と｣の3つであったが､この内容を見直すことで重
複を防げると考える｡
7)本研究の限界と課題
対象学生が16名と少なく､1施設だけを対象と
しているため､限られた範囲における結果である｡
実際のレポートには臨床指導者のコメントが細かく
記述されているが､倫理上の配慮からこれも除外し
た｡学生の学びは､レポート返却後に指導者のコメ
ントを読むことでさらに深まると考えられる｡施設
や実習体制の創意､レポート返却前後の変化､さら
に手術室見学実習前後の患者との関係性の変化など
分析を続け､学生指導の一助としたい｡
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